
は
じ
め
に

　　

平
成　

年
度
は
、
人
口
減
少
問
題
を
市
政
の

２７

最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
５
月
に「
人
口
減

少
問
題
対
策
本
部
」を
設
置
し
、
若
手
職
員
に

よ
る「
組
織
横
断
型
課
題
対
策
チ
ー
ム（
Ｃ
Ｆ

Ｔ
）」か
ら
の
提
案
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
産
学
官

金
労
等
で
構
成
さ
れ
る「
総
合
戦
略
等
推
進
委

員
会
」、さ
ら
に
は
市
議
会
地
方
創
生
特
別
委
員

会
な
ど
か
ら
の
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、
１
月
に

当
市
の
将
来
展
望
を
示
す「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と

５
年
間
の
施
策
の
方
向
を
示
す「
総
合
戦
略
」を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
、「
総
合
戦
略
」に
基
づ
き
具
体
的

な
施
策
を
展
開
す
る「
地
方
創
生
実
行
元
年
」と

位
置
付
け
、
当
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
、
農
と
食
、

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
な
ど
の「
強
み
」と
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
交

通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
い
っ
た「
優
位
性
」を
さ

ら
に
磨
き
伸
ば
す
な
ど
、
施
策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
を
図
り
な
が
ら
相
乗
効
果
を
高
め
、
当
市
に

「
住
み
続
け
た
い
」、他
の
ま
ち
か
ら
当
市
に「
住

み
た
い
」と
い
う
意
識
を
喚
起
し
、
出
生
率
の

向
上
や
子
育
て
世
代
等
の
転
入
の
増
加
等
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
健
康
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
健
康
管
理
を
行
っ

て
い
た
だ
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
を
図

り
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
快
適
に
暮
ら
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、「
ま
ち
」全
体
の
元
気
や
活
力

の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
お
り
、
新
年
度
は
特
に「
健
康
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」の
構
築
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、「
行
政
改
革
大
綱
」の
基
本
理
念
と
し

て「
経
営
型
行
政
運
営
」を
掲
げ
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
自
立
し
た
地
域
経
営
の
推
進
を
目
指
し
、

引
き
続
き
当
市
の
付
加
価
値
を
高
め
る
と
と
も

に
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、「
ま
ち
」を
創
生
・

刷
新
し
て
い
く
、
い
わ
ば
地
域
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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平成２８年度

市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政方方方方方方方方方方針針針針針針針針針針とととととととととと

予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算
市政方市政方針針とと

予予算算
自立した地域経営の推進
（地域リノベーション）
予算総額　９５１億７,０００万円

　一般会計　５０３億円

　特別会計　２３２億７００万円

　企業会計　２１６億６,３００万円

　 （ 総合戦略事業予算　７億２,６００万円） 　   平成２７年度補正予算含む

　

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
、

町
会
、
市
民
活
動
団
体
、
企
業
、
大
学
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
主
体
の
皆
さ
ま
と
の
共
創
・
協
働
を

基
軸
と
す
る
オ
ー
ル
岩
見
沢
の
体
制
で
地
域
力

を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ

り
、
平
成　

年
３
月
の
合
併
後　

年
を
迎
え
る

１８

１０

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
総

合
戦
略
」を
踏
ま
え
、
新
年
度
は
岩
見
沢
市
の

未
来
の
扉
を
開
け
る
一
年
と
な
る
よ
う
先
頭
に

立
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　

私
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
付
託
を
受
け
、
市

長
と
し
て
市
政
の
舵
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
政
運
営
の
基
本
は
、

「
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
信
頼
」と
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
姿
勢
を
堅
持
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
中
に
積
極
的
に
出
向
き
、
多
く

の
方
々
と
対
話
し
、
と
も
に
知
恵
を
絞
り
、
市

民
の
声
を
大
切
に
す
る
徹
底
し
た
現
場
主
義
の

も
と
、
市
民
本
位
の
市
政
、
開
か
れ
た
市
政
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
市
役
所
は
サ
ー
ビ
ス
業
で

あ
り
、
市
民
の
役
に
立
つ
所
で
あ
る
こ
と
を
基

本
に
市
民
の
満
足
度
を
高
め
、
市
役
所
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
と
市
政
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
市
役
所
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
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次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
平
成　

年
度
予
算
の
重

28

点
分
野
を
紹
介

岩見沢の持つ地域特性や優位性を 活 かし、
い

誰もが明るく生きがいを持ち、快適に暮らせる健康コミュニティの構築

市
民
と
行
政
の

連
携
・
協
働

自
立
し
た

自
治
体
経
営
の
確
立

市
民
と
行
政
の
連
携
・
協
働
、
国
際
・
地
域
間
交
流
活

動
の
推
進

総
合
的
・
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
効
率
的
な
行
政
経

営
の
推
進
、
職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
開
発

市民とともに
築くまちづくり

農
林
業
の
振
興

商
工
業
・
観
光
の
振
興

新
産
業
の
創
出
と　

雇
用
の
確
保

農
業
の
持
続
的
な
発
展

活
力
あ
る
商
工
業
の
形
成
、 
賑 
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街

に
ぎ

地
の
創
出
、
魅
力
あ
る
観
光
の
展
開

新
産
業
の
創
出
と
雇
用
の
確
保

地域産業・経済の
活性化

子
ど
も
・
子
育
て
の　

支
援

教
育
の
充
実
と

生
涯
学
習
の
推
進

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

健
康
・
福
祉
の
推
進

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
、
児
童
の
健
全
育
成
、
療
育

体
制
の
充
実

充
実
し
た
教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
、
芸
術
文
化
の
振
興

地
域
福
祉
の
向
上
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
高
齢
者
施
策

の
推
進
、
障
が
い
者
施
策
の
推
進
、
医
療
体
制
の
充
実

市民の健康な暮らしと
子ども・子育て支援

安
全
・
安
心
な
体
制
の

確
立

環
境
の
保
全
と

衛
生
対
策

快
適
な
市
民
生
活
の

基
盤
整
備

防
災
対
策
の
強
化
、
雪
対
策
の
推
進
、
安
全
・
安
心
な

生
活
環
境
の
確
保

循
環
型
社
会
の
形
成
推
進
、
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
、

緑
豊
か
な
環
境
の
整
備

住
宅
・
住
環
境
の
整
備
、
移
住
・
定
住
の
促
進

市民の安全・安心な
暮らし

平成２８年度予算の重点分平成２８年度予算の重点分野野
◆地方創生実行元年…「総合戦略」の具体的な展開　　　

◆市民や産学官金等との共創・協働による地域力の発揮
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葛：新規・拡充事業　渇：継続事業

市民の安全・安心市民の安全・安心なな
暮ら暮らしし

安全・安心な体制の確立
《防災対策の強化》

　渇防災対策事業【２,５６５万円】
　　体験型防災訓練の実施。避難行動要支援者
への対応。避難勧告等の判断・伝達マニュ
アルの公表

　渇消防庁舎建設事業【１４億５,１５３万円】
　　消防庁舎の移転新築工事を実施（平成２８・
２９年度）

《雪対策の推進》

　葛除排雪事業【１３億１,８５０万円】
　　冬期間の市民生活に欠かせない迅速かつ機
動的な除排雪体制を確保

《安全・安心な生活環境の確保》

　渇生活交通確保対策事業【４,３０９万円】
　　利便性の高い公共交通網の整備に向けた具
体的な取り組みを検討

　渇地域情報化推進事業【２,３５８万円】
　　ＩＣＴ活用による「市民生活の質的向上」と
「地域経済の活性化」を目指し、さまざまな
分野での利活用を推進

　渇栗沢地区整備事業【１億６,３５９万円】
　　栗沢支所旧庁舎解体工事、跨線橋長寿命化
工事等を実施

環境の保全と衛生対策
《循環型社会の形成推進》

　葛ごみ処理対策事業【１３億１,６８２万円】

　　いわみざわ環境クリーンプラザの運営と、
適正排出や分別徹底に向けた取り組みを実
施

《環境衛生対策の推進》

　渇墓地霊園管理造成事業【１億６,６９０万円】
　　緑が丘霊園拡張造成工事を実施
《緑豊かな環境の整備》

　渇利根別原生林保全事業【１億６,６６７万円】
　　利根別原生林基本計画を基に調査を実施。
大正池の復旧工事を実施

快適な市民生活の基盤整備
《住宅・住環境の整備》

　渇道路新設改良事業【１９億６,０３０万円】
　　道路整備５か年計画や地域要望等に基づ
き、道路改良舗装や歩道造成、防じん処理
等を実施

　葛市営住宅建設事業【８億４,１９０万円】
　　栗沢栄団地の建替工事（２か年工事２年
目）、２条団地の建替工事を実施

《移住・定住の促進》

　葛移住定住促進事業【４,４４０万円】
　　空き家等の紹介や相談窓口の設置、移住者
が住宅を取得する際の助成、結婚支援、移
住を検討している方へのお試し住宅の提供
を行うことで、移住定住を促進

市政の基本である市民の安全・安心の

確保と生活の質の向上に資するため、

防災対策や雪対策の充実・強化に努め

るとともに、循環型社会の形成を目指

し、ごみの分別、減量、再資源化を推進

するほか、消防・救急活動、災害対応の

拠点となる消防庁舎の移転新築、人口

減少対策となる移住・定住の促進の取

り組みなどを推進します。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

防災訓練

葛：新規・拡充事業　渇：継続事業
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子ども・子育ての支援
《子育て支援体制の充実》

　葛乳幼児等医療助成事業【２億１,２０２万円】
　　小学３年生までの通院医療費の無料化、お
よび小学６年生までだった入院医療費の無
料化を中学３年生まで延長

　渇子ども・子育て支援事業【２,７２８万円】
　　「岩見沢市子ども・子育てプラン」に基づき、
子育て支援センターを中心とした子育て相
談や子育て短期支援等を実施

　葛保育所入所運営事業【１１億２,１７７万円】
　　第３子以降保育料無料化に加え、同時入所
の場合の第２子保育料無料化、保育料の減
額・細分化により、負担軽減を実施

　葛あそびの広場運営事業【３,２８０万円】
　　こども・子育てひろば「えみふる」の中心に
ある屋内型の遊び場「あそびの広場」の管理
運営

　渇栗沢地域子育て施設等整備事業【３億７,７３０万円】
　　保育所と幼稚園を一体的に運営する認定こ
ども園の建設工事を実施

教育の充実と生涯学習の推進
《充実した教育環境の整備》

　葛学力向上対策事業【２９３万円】
　　中学生を対象とする「土曜学習会」の開催。
小学校数校で「囲碁授業」、小学生対象に「土

曜キッズ英会話」を実施
　葛学校給食共同調理所整備事業【６億１,４００万円】
　　学校給食共同調理所の基本設計・実施設計
を行い、建設工事に着手

芸術文化・スポーツの振興
《芸術文化の振興》

　渇文化のまちづくり事業【１,２００万円】
　　野外音楽堂や市民会館等を拠点として、市
民に多彩なジャンルで優れた芸術文化の鑑
賞機会を提供

健康・福祉の推進
《健康づくりの推進》

　葛健康づくり拠点整備事業【１億３,４４３万円】
　　第２ポルタ１階に、健康づくりを中心とし
た施設を建設

　葛健康コミュニティ推進事業【１,２１６万円】
　　市民自らが健康に関心を持ち、自らの健康
状態を把握しながら健康管理するライフス
タイルに向け、産学官で「健康コミュニ
ティ」を推進

　葛健康寿命延伸事業【８,５０１万円】
　　健康増進計画に基づき、健康の保持増進、
疾病の予防および早期発見につながる事業
を積極的に推進。がんの早期発見・早期治
療を推進するため、検診の自己負担額を大
幅に引き下げ、受診率の向上を図る

市民の健康な暮らし市民の健康な暮らしとと
子ども・子育て支子ども・子育て支援援
子どもたちが健やかにたくましく成長

し笑顔があふれ、子育ても笑顔で楽し

くできるまちの実現に向け、子育て支

援拠点を核として、子育てを多方面か

らサポートするとともに、質の高い教

育環境、生涯学習・芸術文化・スポー

ツの振興を図るほか、市民の健康の保

持・増進、疾病の予防や早期発見への

対応を進めるなど、良質な子育て環境

や市民の健康な暮らしを守る取り組み

を推進します。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ベビーマッサージ講習会
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平
成　

年
度
の
予
算
は
、「
中
長
期
財
政

２８

計
画
」や「
総
合
戦
略
」を
踏
ま
え
、「
選
択

と
集
中
」の
視
点
に
立
ち
、
事
業
目
的
別

予
算
編
成
の
手
法
に
よ
り
、
必
要
な
事
務

事
業
の
新
設
、
既
存
の
事
務
事
業
の
見
直

し
や
再
構
築
を
行
い
、
各
事
業
の
相
乗
効

果
を
図
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
施
策
を

推
進
し
、
当
市
の
持
続
的
発
展
と
活
力
あ

る
未
来
に
つ
な
げ
る
予
算
を
編
成
い
た
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
総
額
は
、

　

億
円
、
前
年
度
比　

%
の
増
、
特
別
会

５０３

７.９

計
と
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
全
会
計
の
総

額
は　

億
７
千
万
円
、
前
年
度
比　

%
の

９５１

５.１

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
８
億
５
千
万
円
の
繰
り
入
れ
を
い

た
し
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
自
立
し
た
行

財
政
基
盤
の
確
立
に
十
分
留
意
す
る
と
と

も
に
、
重
点
的
に
取
り
組
む
分
野
と
し
て

位
置
づ
け
た
施
策
を
は
じ
め
、
施
策
全
般

に
わ
た
り
的
確
に
対
応
す
る
予
算
を
編
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
平
成　

年
度
補
正
予
算
が

２７

１
月　

日
に
成
立
し
ま
し
た
が
、
一
億
総

２０

活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
緊
急
対
応
、

ま
た
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く
自
治
体

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
」が
創
設
さ
れ
、
当
市
の「
強

農林業の振興
《農業の持続的な発展》

　葛新規就農・農業後継者育成支援事業【３,５９１万円】
　　就農支援制度の拡充などにより、新規参入
者など新規就農者の育成・確保を図る

　葛産地づくり推進事業【１億４,２６２万円】
　　高収益作物の導入、農業経営の効率化に資
する農業機械の導入など、岩見沢産農産物
の生産振興や産地化への取り組みを推進

　葛ＩＣＴ農業普及促進事業【２,２００万円】
　　農業生産の効率化、省力化を推進するため、
ＩＣＴ関連機器の導入を支援

商工業・観光の振興
《活力ある商工業の形成》

　葛公募型プレミアム付商品券等発行支援事業
【８,９２１万円】

　　自主的にプレミアム付商品券等を発行する
商店街や団体に事業費の補助を行い、地域
経済の好循環を促進

《魅力ある観光の展開》

　葛観光振興戦略推進事業【４,５６４万円】
　　観光ニーズを把握して、岩見沢市のブラン
ド力を高めるための戦略を計画から実践へ
と展開

新産業の創出と雇用の確保
《新産業の創出と雇用の確保》

　葛ＩＣＴ活用型総合戦略推進事業【３,４００万円】
　　地域特性であるＩＣＴ環境を活用し、産学
官連携のもと新たな利活用サービスの創造
や人材の育成等を有機的に連携させ展開

葛：新規・拡充事業　渇：継続事業

地域産業・経済の活性地域産業・経済の活性化化
基幹産業である農業の振興を図るため、

新規就農者の育成・確保や、ＩＣＴの

活用による生産の効率化と省力化など

を推進するほか、中小企業のニーズや

実態を踏まえた融資制度による経営基

盤の強化の推進、「まちなか活性化計画」

に基づく中心市街地の 賑 わいの創出、
にぎ

地域特性を 活 かした観光の振興と、新
い

たな産業の育成や雇用の創出などを推

進し、地域産業・経済の活性化を図り

ます。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ＩＣＴを活用したトラクター運転とガイダンス機器

葛：新規・拡充事業　渇：継続事業

平成２８年度予算 重点
分野の取り組みは、
一部を抜粋して掲載
しています。
詳細は市ホームペー
ジをご覧ください。
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み
」で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
業
の

普
及
促
進
、
地
域
の
人
材
育
成
と
雇
用
創

出
、
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
や
除
排
雪
効
率

化
な
ど
地
域
課
題
解
決
、
さ
ら
に
は
地
域

の
健
康
経
営
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

の
補
正
予
算
が
、「
総
合
戦
略
」の
具
体
的

な
展
開
に
つ
な
が
り
、
平
成　

年
度
予
算

２８

の
各
種
施
策
と
相
乗
効
果
を
生
む
こ
と
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
総
合
戦
略
事
業
予

２８

算
に
つ
い
て
は
、
こ
の
補
正
予
算
分
を
含

め
、　

事
業
、
７
億
２
千　

万
円
を
計
上

３０

６００

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成　

年
度
の
市
政
方
針
と
所

２８

信
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
３
月
１
日　

市
議
会
本
会
議
で
の
市
政

方
針
演
説
よ
り
）

問
合
先　

市
企
画
室

市民と行政の連携・協働

《市民と行政の連携・協働》

　渇市民参画・協働のまちづくり推進事業【１,５５９万
円】
　　市民自らが地域のまちづくりを進める活動
を支援するなど、地域の実情に応じた住民
自治を推進。まちづくり基本条例の周知に
よるまちづくりの推進

　葛地域おこし推進事業【７３０万円】
　　市外に居住する意欲あふれる人材を「地域
おこし推進員」として配置し、地域振興に資

する活動を推進

自立した自治体経営の確立

《効率的な行政経営の推進》

　渇公共施設マネジメント推進事業【７００万円】
　　公共施設再編基本計画を策定し、公共施設
の適正配置に向けた取り組みを推進

《職員の意識改革と能力開発》

　渇職員研修事業【７３５万円】
　　研修専門機関への派遣等を通じて、政策形
成能力の向上および専門的知識の習得によ
る職員力の向上を推進

市市民ととも民とともにに築く築く
まちづくまちづくりり
「岩見沢市まちづくり基本条例」の基本

理念のもと、市民の市政参画を進め、市

政地区懇談会などを通じて積極的に説

明責任を果たしながら、市民ニーズを

的確に把握し、市民と行政の連携・協

働を促進するとともに、行政改革大綱

の基本理念である「経営型行政運営」へ

の転換に向けて、職員の意識改革や能

力開発を促し、未来に誇りを持って引

き継ぐことができるまちづくりを推進

します。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

地域おこし推進員と地元の方、除雪ボランティアの皆さん


